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‘一
殷
に
あ
る
特
定
0 .
經
濟
目
的
函
數(e

co
n
o

m
ic  o

b
je

ctiv
e

 fn
—  

n
c

tic
s

を
一
';定
制
約
條
件
の
：マ
に
極
大
化
し
上.
ぅ
と
す
る
場
合
.の
解
を 

.
求
め
る
問
題
と
し
て
發
達
し
た
線
型
計
戴
論(

&

§

玲 

.

m
in

g
)

は
、
：そ
0 -
性
格
か
ら
樹
め
て
廣
洲
な
適
用
範
圃
を
有
す
る.
も
-の 

:

で
あ
り
、:-
之
が
科
潤
極
大
化
を
追
求
す
る
企
業
行
•動
.の
理
論
に
適
用
可
能 

な
る
事
は
常
然
の
理.
で
あ
ろ
ぅ
。.
し
か
し
乍
ら
fTb
來
純
然
允
る
數
學
操
作 

で
あ
り
且
つ
物
理
的
技
術
的
關
係
の
み
を
扱
つ
た
こ
の
線
琐
計
簞
論
を
個 

別
企
業
と
い..
ぅ
現
赏
に
利
满
極
大
を
赴
求
し.
て
行
動
す
る
';土
體.
に
適
用
す
，
 

る
時
、.
',.直
ち
に..-
'

っ.
の
難
問.
に.
逢
着
す
る
。
纽
ち
如
何
に
し
て
線
租
發
®

X

 
八.
七.
四
-

)

：

:.

論.
の
：

4

に
市
場
價
格
證
系
を
導
入
し
得
る
か
と
'い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
れ 

:

に
は
ニ
樣
0
方
法
が
考
え
ら
れ
る.
で
あ
/3-

う
。
そ
.の
第
二
は
惯
格
體
系
を 

臨
減
シ
邮
に
導
入
す
る
場
合
で
ふ
る
。
卽
ち
線
型
計
裏
: 1
ぁ.
く
4

で
， 

贫
企
業
の
完
全
に
技
術
的
な
生
產
掘
敷
の
近
似
的
導
出
の
爲
に
利
用
し
、
. 

/
ハ
く
し
：て
得
ら
れ
た
生
產
函
數
と
併
行
的
に
市
場
僧
挤
體
系
を
镩
入
ず
る 

:
こ.
と
：に
依
つ
て
，.
企
業
的
均
衡
點
を
觅
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。へ
独

1
0 

:.

'.
'
.:
 

•....

■.
•...
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-
 .
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イ

■
 

’
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i.
.
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.

.
t
の
方
法
は
へ.
拙
稿.「

企
業
生
庫
西
數
の
分
析」

>
三
田
學
食 

ン
.

.■
誌
^

ゾ̂

ぺ
四
月
號
に
於
^
て.
、
線
遨
訐
棗
の..
立
場
が
，ら
の
企
業
理 

.

■■
論
べ
の
:
接
近
の
爲
K
用
い
ら
れ
た
。

.

■
:

:
 

• 

-
.
 

第
の
方
法
に
反
し
て
、第
一
一
の
方
法
は
市
場
價
格
體
系
を
陰
伏
的
に
、

...
線
趣
計
®

論
自
體
の
中
に
遵
X -
し
よ
う
と
す.
る
：も
の
で
、'•

こ
こ
に
：紹
介
し 

'
よ
う
と
す
る
*ト
ル.
フ
マ
ン」

の.
理
論
が
そ
れ
，で
あ
る
。.
卽
ち
彼
に.
依
れ
、は 

.

固
定
さ
れ
た
技
術
的
生
產
函
數
を
も
つ
生
產
エ
程(

p
n

e

 

p
ro

-..  

•c
e

s
s
>

:

の
定
義
の
中
に
、.
：純
收
益
な
る
槪
念
を
媒
介
に
し
て
、
商
品
.の
價 

格
f t
系
を
結
合
し
、
一.
擧
に
利
潤
極
大
點.
を
昆
出
そ
う
と
す
る
の
.で
あ
る
o 

■
以
下
彼
の
展
開
す
る
所
論
を
追
：い
つ
つ
そ
め
理
論
の
持
つ
意
味
を
考
察
し. 

た
“

:  

- 

:  
.

.

ぐ 

'

:
本
書
は
吼
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
線
琐
計
翳
論
に
必
要 

•

，な

數
學
的
操
作
の
傾
雜
性(

例
1

ば
計
箕
手
獷
の
數
學
的
孩
徽
ゃ
、
解
を 

見
つ
け
る
爲
の
定
理
及
び.
證
明
等)

：は
最
小
限
度
に
留
め
、
主
に
ド
ル
フ

U
..

ド
ル.
7
マ
ン
理
論
の
恶
ギ
的
構
成
.■

■

,

■ ,

.
マ
ン
の
構
成
し
た
企
業
理
論
の.
經
濟
學
的
侧
面
に
つ
い
て
述
べ
：る
こ
と
に. 

す
る
◊..
第
.1

章
：f

企
業
理
論
へ.
の
一
ー
：
つ

の

接

近

*7-,
に
於
い
て
は
、.
正
統
的
• 

な
限
界
分
析
法
と
線
型
計
靈
と
に
侬
る
ニ
つ
の
接
近
方
法
を
後
說
的
に
描
'
 

寫
し
、.
特
に
前
者
の
非
现
實
性
と
同
時
に
後
者
.の
ょ
り
適
切
な
る
事
を
蛾 

調
す
る
。
次
に
第
二.
章T

固
定
要
素
を
用
い
る
競
荦
的
企
業」

:

及
び
第
三 

章
，

「

獨
占
的
生
簏
物
妃
對
す
る
生
產
計
畫」

ノ
の
1
一
章
に
於
い
て
初
め
に
*
 

ベ
て
ぉ.
'い
た
價
格
導
入
：へ
の
努
カ
、が
展
開
さ
れ
る
。.
第_
四
章..「

假
定
、
制 

約
、'
可
能
姓」

はV
.

ル.
ド
ズ
教
授(

R

>

G
o

rd
o

n
)

の
線
锻
計
畫
の
條 

件
に
對
す
る
嚴
密
な
體
系
的
批
判
の
苒
述
で
あ
る
。
從
つ
て
第
一一、

第
三
._ 

踅
を
中
心
に
|1
議
を
制
限
す
る
こ
と.
に
^

よ
ぅ
;:
0..'
..

,-
■

:,

_

利
潤
極
大
を
追
求
す
る
企
業
社
三
種
類
め
洗
宠
を
爲
さ
ね
ば
■

な

ら

な 

い
。.
卽
ち
、
(1
)

生
產
方
法
を
決
定
す
る
爲
の
技
術
的
決
定
ノ
⑵
完
成
生
遼

- 

物
の
最
の
決
定
、
(3
)

浩
し
苗
能
な
ら.
ば

、
'
需

要

曲

溆

の

變

更

に

關

ず

る

市 

場
決
定
の
三
者
で
あ
る
。
本
書
で
は
市
場
決
定
に
關
し
て
は
述
べ
ら
れ
て
.
 

い
な
い
。
(1
).

の
抜

術

的

，決

定

は

、

.

從

來r

最
も
苻
効
な
生
產
方
法
が
存
在 

_

す
る」

と
い.
ぅ
假
定
に
依
つV

、
，

經
濟
分
野
よ
り
'
は
む
し
4
技
術
者
の
扱
パ 

ぅ
間
題
と
考
え
ら
れ
、
デ
デ.
リ
ォ
»>
に
生
產
函
數
と
し
て
與
え
食
て
來. 

た
も
の
で
あ.
つ
た
。
：
そ
：

.
>
%
ぱ
生
產
函
數
に.
含
ま
れ
た
石
商
過
間
の
連
續： 

的
な
代
用
を
許
容
し
て
^

る
。
：：
然
t

現
實
の
近
代
的
大
規
模
生
產
に
於
い
' 

て
は
、‘I

定
の
、產
出
物
に
對
し
て1

定
比
荦
の
生
.產
耍
素
の
組
合
ザ
が
存 

■

庇
す
る
と
考
え
る
方
が
ょ
り
適
切
で
あ
ろ
5

。
，從
づ
て
特
定
の_

械
が
利
-. 

用
さ
れ
る
と
■い
う
>
;:
£
;

は
同
時
に
、'
そ
れ
に
結
合
ざ
れ
る
他
め
生
逄
耍
素-
. .

，贵
を
決
定
す
る
も
め
で
ぁ
づ
で
フ
連
續
的
货
用
は
許
容
さ
れ
な
ぃ
の
が
'
:

.
通
常
で
あ
る
。
か
く
し
て
線
型
計
黌
論
の
特
徴
は
、技
術
的
生
簏
係
數
二
定 

な
る
生
產
エ
德(p

ro
.d

u
ct.lve

 p
ro

c
.e

ss)

の
採
^
に
始
ま
り
、
企
業
衆 

■
は
多
く
の
坐
產H

程
の
間
で
に
選
擇
決
定
を
行
ぅ
と
老
え
る
の
で
あ
る
。
 

.
今
や
企
業
者
の
と
る
べ
き
生
，塵
計
畫
丨
I
T
で
表
わ
す——
の
，問
題 

.
は
、.
採
用
さ
る
べ
き
生
塵
a：
程
A
の
選
擇
と
、
そ
れ
等
谷
"
の
水
準(
犬 

き
$ .〕

^
の
^
^
と
言
ぅ
事
に
歸
^
す
る
”
さ
て
あ
る
任
意
の
生
產
エ
程 

乃
ぼ
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
W
ヶ
の
投
久
物
み
固
定
比
例
最.
| 
CH-
1,…

…

.

3

と
'饥
：ヶ
0
產
出
物
の
固
定
比
例
量
；|(

へ=
尸…

J 

3

と
に
依
つ. 

、
て
特
徵
づ
け
ら
れ
る
。
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+
S.

、
：
，'
各
^
の.
採
擰
さ
る
べ
き
水
耀
を
ぬ
ど
す
れ
ば
、
生

產

計

證

と

は
、

'
•

r.
 V
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0
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V
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^
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%

a(v
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)

：

を
決
定
す
る
事
で
あ
る
か
ら
' 

' 

.

.

=̂..«lpl+;T2P
2+

.
:
:
:

.
+
.
s
J
b
^
w

::..
- 

(

Co)

.

.

.

.

と
蒸
わ.
^
こ
と
が
出
來
る
。

(

採
擇
さ
れ
な
い
巧
の
ム
は
零
で
あ
る

)

-

:  

,■
次
に
最
初
の
授
入
物
の
全
消
璧

f
z
l

、1
1

番
M

の■投

入

物

.の
全
消
费 

量
を̂

设
下
同
様
に
と
る
と
、

'
:

ン

：
，.

.

.
:
如

.,
|
|
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2
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と
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そ
こ
で
簡
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爲
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f
i
r
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.
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(
4

)

.

と
な

り

、
：.之
は
生
產
計
靈
ー
に
依
つ
弋
必
要
と
定
め
ら
れ
把
癸
量
に
他
な 

ら
な
い
？
今
谷
授
入
& :

に̂

、
5 2
:.
:
:
:ん
な
る
寶
源0 :

量
し
か
存
在
し：̂ 

い
ー
七
す
れ
ば

.-.1.

,:.. 

.
;.
.' 

:.
: 

s.==

ハ
.̂
.̂…

..

…
：
.：sm).

は
、
必
要
な
役
入
雾
制
限
條
件
と
な
り
：

r

.

.

望

ン…

丨

丨…

§:
:
:
'.

■

:
が
成
立..
つ°
(5
)
(6
)

を
條
件
と
し
て
ハ

X
.

の
何
等
か
の'
特
定
，の
诩
數/
C
N)  

_

を
極
大
片
す
る
.

: -

と
が
、.

線
型
計
畫
の
本
質
で
あ
る
。

(

以
上
第H

早
、 

詳
し
く
は
本
分
叉
は
嘯
記
拙
稿

f

企
業
生
產
函
數
の
分
析

」
參
塬〉

パ 

ノ
 .

さ
て
以
上.
の
論_

を
競
爭
的
企
業
に
適
用
す
る
こ
と
が
第
一

1
章
で
試
み' 

ら
れ
る
。；:
.
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.

::.

::
■

■

-
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. /.

■

-
 .

;

先
ず
、
生
產
計
霞
期
間
の
潮
頭
に
彼
の
處
分
，し
得
：̂
.
定
の
固
诺
要
素 

を
有
七
、
そ
€>.
固
宠
要
素
に
必
要
な
る
變
化
要
素.(v

a
ria

b
le

 ..fa
c
to

r  

■■例
え
ば
原
料
等
V

を
購
久
し
得
る
满
爭
市
場
に
直
面
し
て
い.
る..I

企
業
者 

:

を
想
定
す
る
。彼
の
生
產
計
畫
は
そ.
の
所
有
^

各
周
定
耍
素
を
最
上
に
、卽 

ち
利
潤
極
大
な
石
如
べ.
に
利
用
す
る..
ブ
ラ
ゾ
を
決
定
す
る.
こ
■>■
■.
で
あ
る
*

.

.

常該企業には、■み
ナ
工
程

^

が
存
在
し
そ
の
#

^

は
固
宠
要 

素a
ilv

a
.i2

…

：.
a
s-.

め
み.
で
特
性
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
次
に
谷
： V

.
'

.
:

.
:

 

'
ニ
ー
：〇
' :(

八
七
六)

生
塵
エ
程
^

に
就
^

し.
そ
の
エ
程
に
必
耍
な
'るv

a
ria

b
le

 

fa
c

to
ro

の 

，費

用

を

韻

え

る

生

產

物

の

販

寶

か

ら

の

双

^

の
超
過
分
を
. '
:

^
の
純
®

®:

’と
定
義
す
る
。..
そ
れ
故
各
影
ぬ
®
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I
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斯

露
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か
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か
■
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貪
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勤
^

定
ま
る_
.
で.
あ
る
。
記
號
的
に.
は
、
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'

fx
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厂 p
f
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れ
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'
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